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情報には万全を期しておりますが、ご利用いただく際には関係官庁などにお確かめの上、ご参考にしてください。当情

報を利用したことにより生じた被害や損害に関しては、一切の責任を負いませんのでご了承ください。 

【Ｑ：被保険者の各種手続】 

 

Ｑ  各種保険制度において、被保険者の年齢に応じて必要となる事務手続きについ

て教えてください。 

 

Ａ  

  到達する年齢に応じて必要な事務手続きを整理すると 

 

 １ 介護保険料控除開始 ⇒ ４０歳到達時 

   ４０歳になった日をもって介護保険第２号被保険者となるため、特に事務手続

の必要はありませんが、介護保険料として標準報酬月額に介護保険料率を乗じて

得た額を給与から控除することになります。 

 

 ２ ６０歳到達時賃金証明書 ⇒ ６０歳到達時 

   雇用保険から支給される「高年齢雇用継続基本給付金」の支給要件として、 

６０歳到達時点と６０歳以降の給与額の比較が必要となります。 

   このため、この６０歳到達時点における給与額を登録しておくことが「６０歳

到達時賃金証明書」です。 

   なお、高年齢雇用継続基本給付金は、６０歳以降に支給される給与の月額が、

６０歳到達時点の給与月額の７５％未満となれば支給されます。 

 

 ３ 雇用保険料免除開始 ⇒ ６４歳に達した直後の４月１日 

   満６４歳に達した直後の４月１日以降の雇用保険料は、被保険者負担分、事業

主負担分ともに免除となります。 

   この場合、特に手続きを行うことはなく、４月から被保険者の負担分を控除し

なくてもよいことになります。 

   《参考》４月１日に６４歳になる場合も免除となります。 

 

 ４ 介護保険料控除終了 ⇒ ６５歳到達時 

   ６５歳に達した日をもって「介護保険第１号被保険者」となるため、６５歳に

達した日の属する月以降に支払われる給与から、介護保険料を控除する必要はあ

りません。本人が直接市町に納付することになります。 

   また、特に法人として事務手続きをする必要もありません。 

 

 ５ 厚生年金保険被保険者資格喪失届 ⇒ ７０歳到達時 

   ７０歳に達した日をもって厚生年金保険の被保険者資格を喪失しますので、社
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会保険事務所に「厚生年金保険被保険者資格喪失届」を提出します。 

   なお、被保険者の資格を喪失しても、在職中は、老齢厚生年金の支給調整が行

われるため、「厚生年金保険７０歳以上被用者該当届」を同時に提出することに

なります。 

 

 ６ 健康保険被保険者資格喪失届 ⇒ ７５歳到達時 

   ７５歳の誕生日をもって後期高齢者医療の被保険者となるため、同日に健康保

険の被保険者資格は喪失します。 

   社会保険事務所から、「健康保険被保険者資格喪失届」が送付されますので、

それに被保険者と被扶養者全員分の健康保険証、高齢受給者証を貼付して提出し

ます。 

   それに伴って、健康保険料は、７５歳の誕生日の属する月の前月分まで控除す

ることになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


